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五 人 土 籠 御 書 文永八年一〇月三日 五〇歳

今月七日さどの国へまかるなり。各々は法華経一部づゝあそばして候へば、我が身並
佐 渡 罷

びに父母・兄弟、存亡等に回向しましまし候らん。今夜のかんずるにつけて、いよいよ
寒

我が身より心くるしさ申すばかりなし。ろうをいでさせ給ひなば、明年のはるかならずき
苦 牢 出 春 必 来

たり給へ。みゝへまいらすべし。せうどのゝ但一人あるやつをつけよかしとをもう心、
見 少 輔 殿 思

心なしとをもう人一人もなければ、しぬまで各々御はぢなり。又大進阿闍梨はこれにさた
思 死 恥 沙 汰

すべき事かたがたあり。又をのをのゝ御身の上をも、みはてさせんがれうにとゞめをく
方 方 各 各 見 果 料 留 置

なり。くはしくは申し候はんずらん。恐々謹言。
詳

十月三日 日 蓮 花 押

五 人 御 中

せんあくてご房をばつけさせ給へ。又しらうめが一人あらんずるが、ふびんに候へば申す。
四 郎 奴 不 便


